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一
　
般
　
質
　
問

真鍋順穗議員

横川重行議員

Ａ
生
活
環
境
部
長　

今
年
度
か

ら
福
祉
部
門
で
、
地
域
で
の

移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な

ど
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
は
、
例
年
の
軽
微
な
変
更
に

加
え
、
10
月
か
ら
綾
歌
宇
多
津
線
の

綾
歌
保
健
セ
ン
タ
ー
南
、
向
山
交
差

点
か
ら
湯
舟
道
ま
で
の
区
間
に
お
い

て
、
試
験
的
に
フ
リ
ー
乗
降
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
利
用
者

の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

地
域
拠
点
と
し
て
常
時
利
活
用
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
へ
の
移
動
手

段
確
保
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
普
遍
的
利
用
促
進
の
た
め
、
小
型

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
導
入
し
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
公
共

移
動
手
段
と
す
る
こ
と
、
ま
た
運
行
路
線
内
で
の
乗
降
の

自
由
化
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

生
活
環
境
部
長　

昨
年
度
の

残
渣
率
は
、
中
央
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
幼
稚
園
2
・
8
％
、
小

学
校
5
・
1
％
、
中
学
校
4
・
2

％
、
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
幼

稚
園
1
・
0
％
、
小
学
校
4
・
2

％
、
中
学
校
7
・
3
％
、
飯
山
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
幼
稚
園
4
・
1

％
、
小
学
校
1
・
6
％
、
中
学
校

2
・
1
％
、
本
島
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
小
･
中
学
校
と
も
０
％
と
な
っ

て
い
る
。
保
育
所
は
数
値
で
の
管
理

を
せ
ず
、
日
々
数
量
を
調
整
す
る
こ

と
で
残
渣
量
を
抑
制
し
て
い
る
。ま
た

残
渣
率
削
減
は
、
食
べ
残
し
の
多
い

献
立
は
味
付
け
や
見
栄
え
の
改
善
を

行
う
、
給
食
時
間
に
献
立
の
狙
い
な

ど
に
つ
い
て
校
内
放
送
を
行
う
な

ど
、
給
食
が
で
き
上
が
る
ま
で
の
過

程
や
食
材
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

で
食
べ
残
し
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て

い
く
。

　

日
本
の
食
品
廃
棄
物
は
年
間
２
７
５
９
万
ト
ン
、そ
の
う
ち
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
は
、年
間
６
４
３
万
ト
ン

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
保
育
所
や
学
校
給
食
で
の
食
品
ロ

ス
、
残
渣
の
現
状
と
削
減
方
針
は
。

Ａ
ざ
ん　
さ

ざ
ん　
さ

ざ
ん　
さ

ざ
ん　
さ

Q コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

拡
充
と
路
線
見
直
し
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

拡
充
と
路
線
見
直
し
を

市内小学校の給食配膳室

Q 保
育
所
や
学
校
の

食
品
ロ
ス
は

コミュニティバス停留所
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一
　
般
　
質
　
問

福部正人議員

川田匡文議員

市
長
　
妊
婦
が
妊
娠
初
期
の

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
呼

ば
れ
る
先
天
性
の
心
臓
病
、
白
内

障
、
聴
力
障
害
、
発
育
・
発
達
遅
滞

な
ど
の
あ
る
子
供
の
生
ま
れ
る
可
能

性
が
非
常
に
高
く
な
る
。
県
は
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性
や
そ
の
配
偶
者
な

ど
を
対
象
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
無

料
で
受
け
ら
れ
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
予
防
接
種
の
勧
奨
を
行
う
の

み
で
あ
る
た
め
、安
心
し
て
妊
娠
や

出
産
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、

予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
全
国
で
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
る
。
県
で
は
抗
体
検
査
は
無
料
で
行

う
も
の
の
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
そ
の
配
偶
者
、
風
し
ん
の
抗
体

の
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
が
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
実
費
負
担

と
な
る
。
こ
の
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
は
、
希
望
者
の
負

担
軽
減
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ

Ａ
市
長
　
将
来
的
に
持
続
可
能

な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
示

す
「
丸
亀
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
策
定
に
向
け
、
高
齢
者
運
転

免
許
返
納
者
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
、
運
行
事
業
者
に
よ
る

バ
ス
調
査
、
さ
ら
に
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
の
意
見
交
換
会
な
ど
も
行
い
、

市
民
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
、
地
域
の
意

見
な
ど
を
十
分
に
把
握
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
本
市
公
共
交
通
網
の
あ
る
べ
き

姿
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定

し
、
路
線
や
停
留
所
、
時
刻
の
見
直

し
、
ま
た
新
た
な
移
動
手
段
な
ど
も

視
野
に
入
れ
、
検
討
し
た
い
。

　
買
い
物
に
困
難
を
抱
え
た
地
域
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
転
車
や
徒
歩

で
買
い
物
を
し
て
い
た
市
民
が
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
に
乗
ら
な
い
と
購

入
先
へ
行
け
な
い
。
不
便
を
き
た
す
利
用
者
の
要
望
に
沿

う
た
め
に
も
、
路
線
、
時
刻
や
停
留
所
に
つ
い
て
、
き
め

細
や
か
で
親
切
心
あ
ふ
れ
る
運
行
の
改
正
を
求
め
る
。

Q

誰もが予防接種を受けられるように

JR丸亀駅北側唯一のスーパーマーケット

Q 『
買
い
物
難
民
』

救
済
を
！

『
買
い
物
難
民
』

救
済
を
！

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を

助
成
対
象
に

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を

助
成
対
象
に
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一
　
般
　
質
　
問

山本直久議員

横田隼人議員

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
次
長

　

現
在
は
、
初
心
者
向
け
の

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
準
備
や
舟
券

購
入
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
マ
イ
ル
キ

ャ
ス
ト
を
場
内
各
所
に
配
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
婆
娑
羅
ま
つ
り
花
火
大

会
当
日
の
模
擬
レ
ー
ス
「
婆
娑
羅
カ

ッ
プ
」
の
開
催
や
、
レ
ー
ス
の
迫
力

を
体
験
で
き
る
ペ
ア
ボ
ー
ト
試
乗
会

な
ど
初
心
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
他
場
の
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

場
内
掲
示
だ
け
で
な
く
、
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
方
法
の
１
つ
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

動
画
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

「
も
っ
と
愛
さ
れ
る
レ
ー
ス
場
に
」
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ

れ
て
い
る
が
、
来
場
者
の
中
に
は
「
舟
券
の
購
入
方
法
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
声
が
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
目
的
は
、
フ
ァ
ン

を
増
や
し
舟
券
を
購
入
し
て
貰
う
こ
と
の
は
ず
だ
が
、
そ

の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
は
。

Ａ

Ａ
市
長　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
保
育
施
設
な
ど
も
あ
る

た
め
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
十
分

に
加
味
し
な
が
ら
、
細
か
い
点
や
順

序
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
時
期
の
目
途

は
２
０
２
３
年
、
令
和
５
年
完
成
予

定
に
変
わ
り
は
な
い
。
完
成
に
向
け

て
、
各
施
設
の
移
転
や
整
備
、
解
体

な
ど
細
か
い
調
整
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
保
育
施
設
は
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
は
あ
る
が
、
保
護
者
会

を
含
め
十
分
検
討
を
行
い
、
基
本
構

想
と
そ
ご
を
来
さ
な
い
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

　

市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
「
新
市
民
会
館
建
設
」
は
、
令
和
３
年
度

に
着
工
、
令
和
５
年
度
に
完
成
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
保

育
施
設
と
の
調
整
な
ど
も
踏
ま
え
、
建
設
場
所
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
改
め
て
伺
う
。

Q

Q 新
市
民
会
館

建
設
計
画
は

ふれあい広場

新市民会館建設予定地

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま
る
が
め

新
し
い
フ
ァ
ン
の
獲
得
を

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま
る
が
め

新
し
い
フ
ァ
ン
の
獲
得
を
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一
　
般
　
質
　
問

中谷真裕美議員

神田泰孝議員

健
康
福
祉
部
長　

本
年
９
月

現
在
で
「
避
難
行
動
要
支
援

者
」
名
簿
の
対
象
は
２
９
０
２
名
で

あ
る
が
、
情
報
提
供
の
同
意
率
は
56

％
で
あ
る
。
同
意
を
さ
れ
た
要
支
援

者
の
名
簿
情
報
は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
、
民

生
児
童
委
員
に
提
供
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
、
平
常
時
か
ら
の
訪
問
な

ど
避
難
支
援
体
制
が
進
ん
で
い
く
と

考
え
て
い
る
が
、
名
簿
登
録
者
の
大

部
分
が
避
難
時
の
支
援
者
を
登
録
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
先
進
事
例
を

参
考
に
、
必
要
な
支
援
･
調
整
を
図

っ
て
い
く
。
②
現
時
点
で
は
「
地
区

防
災
計
画
」
策
定
地
区
は
な
い
が
、

本
年
度
２
地
区
に
お
い
て
計
画
提
案

が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
策
定
を
促
し
、
７
防
災
計
画
の

推
進
を
図
る
。

　

①
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

災
害
時
に
避
難
が
困
難
な
「
災
害
時

避
難
行
動
要
支
援
者
」
の
名
簿
を
作

る
こ
と
が
自
治
体
に
義
務
付
け
ら
れ

た
。
本
人
同
意
を
得
て
平
常
時
か
ら
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
名
簿
提
供

を
し
、
支
援
体
制
を
整
え
て
こ
そ
実
効
性
が
伴
う
と
考
え
る
が
、
本
市

の
取
り
組
み
は
。
②
か
ね
て
か
ら
策
定
を
求
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ご
と
の
「
地
区
防
災
計
画
」
を
作
る
過
程
で
避
難
が
困
難

な
方
へ
の
具
体
的
対
応
が
定
ま
る
と
思
う
が
、
地
区
防
災

計
画
策
定
状
況
は
。

Ａ

Ａ
都
市
整
備
部
長　

マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
の
作
成
に
は
約
１

年
を
要
す
る
た
め
、
カ
ー
ド
が
で
き

る
ま
で
は
ニ
ッ
カ
リ
青
江
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
を
（
仮
称
）
石
垣
復
興
Ｐ
Ｒ
館

に
展
示
し
、
カ
ー
ド
作
成
後
は
、
城

内
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
ニ
ッ
カ
リ

青
江
フ
ァ
ン
と
と
も
に
マ
ン
ホ
ー
ラ

ー
を
城
内
へ
呼
び
込
む
こ
と
の
で
き

る
仕
掛
け
に
な
る
と
考
え
る
。
こ
の

活
用
案
を
、
観
光
面
や
石
垣
復
興
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
し
、
石
垣
崩
落

対
策
本
部
へ
諮
り
た
い
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
デ
ザ

イ
ン
に
ニ
ッ
カ
リ
青
江
を
使
用
す
る
こ
と
で
、こ
の
ブ
ー
ム
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
や
グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
、観
光
客
獲
得
や
下
水
道
の
Ｐ
Ｒ
、石
垣
修

復
費
の
助
け
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、市
の
見
解
は
。

Q

Q

まず　命を守る選択を

丸亀城とうちわのマンホール

災
害
時
避
難
が
困
難
な
方
へ
の
支
援
確
立
を

地
区
防
災
計
画
と
と
も
に

ニ
ッ
カ
リ
青
江
マ
ン
ホ
ー
ル
で

ま
ち
お
こ
し
を
！


